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1890 年 11 月 24 日、山東省蓬莱県水城鎮の地主の家に生まれる。字は金甫、
後に今甫に改める。故郷で小学校・中学校に通い、1910 年頃に親の決めた女
性と結婚をしている。1915 年、25 歳の時に北京大学国文系に入学。18 年、
仲間と新潮社を立ち上げ、翌年 1 月、雑誌『新潮』を創刊、「漁家」（1919）、
「一個兵的家（ある兵士の家）」（1919）、「貞女」（1920）等の小説を発表。同
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受ける。翌年、北京協和医院へ転院。56 年 3 月 7 日、北京で亡くなった。享
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「黄果（果物）」 1946 年 4 月『世界文芸季刊』第 1 巻第 3 期 
「他是一個怪人（彼は変な人）」 1947 年 6 月『文学雑誌』第 2 巻第 1 期 
他に散文や雑文、評論を 40 篇ほど、詩歌も幾つか発表している。 












































 ２.３ 創作活動および評価 
 楊振声の残した文学作品は多くない。「搶親」・「報復」及び２．１で挙げた
作品以外の短篇小説は以下の通り。 
「磨面的老王（粉挽きの老王）」 1921 年 10 月『新潮』第 3 巻第 1 号 
「阿蘭的母親（阿蘭の母親）」 1926 年 3 月『現代評論』第 3 巻第 68 期 
「李松的罪（李松の罪）」 1925 年『晨報』7 周年記念増刊号 
「瑞麦（吉兆の麦）」 1926 年 12 月『現代評論』第 1 周年記念増刊号 
「小妹妹的納悶（妹の憂鬱）」 1926 年 12 月『現代評論』第四巻第 102 期 
「一封信（1 通の手紙）」 1934 年 5 月『学文月刊』第 1 巻第 1 期 
「抛錨（私刑）」10 1937 年 5 月『文学雑誌』創刊号 
「荒島上的故事（無人島の物語）」 1943 年 6 月『世界学生』第 2 巻第 5 期 
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る。親しげに酒を酌み交わす 2 人を見て、小翠もつい微笑むのであった。 
「報復」は 1934 年 1 月 31 日新聞『大公報・文芸副刊』第 32 期に掲載され
た。『大公報』自体は 1902 年に創刊であるが、天津『大公報・文芸副刊』は
楊振声と親友沈従文が 33 年 9 月にその編集を引き受けてから立ち上がった。




























「搶親」は 1932 年、雑誌『独立評論』週刊第 28 号に掲載された。『独立評
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 同じテーブルを囲んでいた 10 人ほどの体格の良い漁師達は、皆辛大のために義
憤に駆られていた。歳のいった漁師が刻みタバコを咥え、茶色く硬い髭を触りな
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  高二は首を振った。 
  「まあ、お前にゃ無理だろうな！」茶髭の李大は歯を剥き出しにして得意気に笑
った。「お前あの日、店を出たら羅小黒に遇っただろう？」 
  「それは俺もはっきり憶えてる」高二は頷いた。 
  「お前は龍王廟の前で劉五にも会ってるんだ」李大はゆっくりと言った。 
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1 『孟子』滕文公章句下に「不待父母之命、媒妁之言、鑽穴隙相窺、踰牆相
従、則父母国人皆賤之。」とある。『孟子・上』（小林勝人訳注、岩波文庫、昭
和 43 年）を参照。 
2 胡適「貞操問題」（『新青年』1918 年 7 月第 5 巻第 1 号）。『胡適文集』第二
巻（北京大学出版社、1998 年）に拠る。 





文学会報』第 7 号、1988 年）に詳しい。 
6 孫昌煕・張華「楊振声著作系年簡表」（孫昌煕・張華編選『楊振声選集』人
民文学出版社、1987 年）を参照。楊振声の結婚の詳しい時期については不明
だが、長子である楊文衡氏（著名な農学者）が 1911 年 1 月生れであるため、
仮に 1910 年頃とした。 
7 梁実秋「憶楊今甫」『看雲集』志文出版社、1974 年 
8 梁実秋「酒中八仙」『雅舎憶旧』雲南人民出版社、2012 年 
9 蕭乾「我的啓蒙老師楊振声（代序）」注 6 前掲書収録 
10 「抛錨」については拙稿「楊振声「抛錨」・石華父『海葬』・柯霊『海誓』
をめぐって――恋愛と復讐の変奏」（『お茶の水女子大学中国文学会報』第 32
号、2013 年 4 月）参照。 
11 陳源「新文学運動以来的十部著作」『現代評論』第 3 巻第 72 期、1926 年 4
月。掲載時署名「西瀅」、タイトルは「閒話」。後、『西瀅閑話』（新月書店、
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のサイトを参照した。（ともに 2013 年 11 月 15 日閲覧） 
雲南少数民族網 http://www.yn21st.com/show.php?contentid=25051 
昆明旅游網 http://www.kmtrip.net/mingzu/jieshao/hani.htm  
27 朱小田「社会史視野中的“俗例”――以江南“搶親”為例」『史学理論研
究』2006 年第 4 期。注に「区別をせずに“搶親”と“搶婚”が混用されてい
る。」ともある。実際、注 24 前掲書の「搶婚」の項目には「“搶親”とも謂う」
との記述がある。 
28 『申報』癸酉六月廿五日（1873 年 6 月 25 日）第三版 
29 『申報』己卯九月念四日（1879 年 11 月 7 日）第二版 
30 『申報』大清光緒十一年五月初八日（1985 年 6 月 20 日）第二版 
31 『申報』大清光緒十九年十一月初五日（1893 年 12 月 12 日）第三版 
32 『申報』中華民国三十七年二月二十七日（1948 年 2 月 27 日）第五版。こ
の記事で今一つ注目すべきは、「資産階級」「無産階級」といった用語である。
当時の中国社会において階級意識が既に生成されていたことが窺えるだろう。 
33 陳顧遠著『中国婚姻史』岳麓書社、1998 年 
34 楊振声「搶親」。テキストは注 6 前掲書に拠る。以下、「搶親」及び「報復」
の引用は全て同書に拠り拙訳。 
35 平田昌司「しゃべる女・叱る男――中國の話しことばにみられるジェンダ
ー規制」（『興膳教授退官記念中國文學論集』汲古書院、平成 12 年）を参照。 






                                                                                                               
14 魯迅の章廷謙宛 1929 年 7 月 21 日付け書信（『魯迅全集』第十一巻、人民
文学出版社、1996 年）に「青島大学は既に開学しました。文科主任の楊振声
という人は、近頃周啓明のグループに連絡を取っているようです。」とある。
周啓明は魯迅の次弟周作人を指し、1923 年 7 月に魯迅・周作人兄弟が決裂し
ていることを受ければ、好意的な書き方でないことは明らかである。 








17 孫昌煕・張華「論楊振声的小説創作」『文史哲』1982 年第 5 期 
18 呉福輝編選『京派小説選』人民文学出版社、1990 年 
19 陳顧遠・王書奴著『中国婚姻史・中国娼妓史』岳麓書社、1998 年 
20 董家遵著、卞恩才整理『中国古代婚姻史研究』広東人民出版社、1995 年 
21 清・趙翼撰『陔餘叢考』世界書局／台北、1970 年 
22 唐・李延壽撰『北史』巻三十一、列伝第十九、中華書局、1974 年 
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25 兪頂賢主編『中国各民族婚俗』北方婦女児童出版社、1988 年 
26 楊知勇・秦家華・李子賢編選『雲南少数民族婚俗誌』（雲南民族出版社、
1983 年）には彝族の風習として、先ず略奪の形式を採り、その後婚礼の儀式
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